
静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を以下のとおり開催します。

県民の皆様の多数の御参加をお待ちしています。

テーマ 「避難者のいまを見つめる ～原子力災害から10年～」

講 師 日本放送協会 静岡放送局 記者 仲田 萌重子 氏
なかだ も え こ

（講演概要）

震災から１０年となった去年、政府は復興施策について「第２期復興・創生期間」と位置づけ、避難

者の心のケアなど、ソフト面の支援の強化を掲げました。

特に原発事故のあった福島県は、今も全国で約２万５０００人が避難を余儀なくされています。各市

町村で避難指示解除の面積や、時期が異なり、避難者の孤立などが懸念されています。岩手・宮城と異

なり、復興の位置づけが見えづらい中で、避難者を取り巻く環境や、それぞれの「気持ち」がどう変化

し、県外にいる私たちができることは何なのか。福島県浜通りで取材をしてきた記者が伝えます。

● 日 時 令和4年5月21日（土）10時30分～12時00分

● 会 場 静岡県地震防災センター２階ないふるホール（静岡市葵区駒形通５丁目９－１）

※会場の駐車場は限られていますので、公共交通機関を御利用ください。

● 対象・受講料 どなたでも受講できます・無料

● 申込み締切日 5月17日（火）※事前申込みのない方は受講できませんので、御注意ください。

● 開催方法

会場での受講とＺoom配信での受講の２通りの方法で開催します。

なお、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置等が適用となった場合は、

会場での受講は中止としますので、御了承ください。

● 申込方法

１. 会場での受講を希望の方

電話又はメールで、「①会場受講、②住所（市区町）、③氏名（ふりがな）、④連絡先電話番号」の

４点についてお知らせください。

２. Ｚoom配信での受講を希望の方

メールで、「①Zoom受講、②住所（市区町）、③氏名、④Zoom情報受信希望のメールアドレス」の４

点についてお知らせください。

◆メールでお申込みの方は件名を「第143回防災学講座受講希望」としてください。

◆今年度に計画している講座について継続受講を希望する方は、⑤希望の回（例：第○○回）をお知

らせください。なお、開催日等については、地震防災センターホームページで御確認ください。お

申込みいただいた回については、再度の申込みは不要とします。

◆行政機関に勤務する方は、県または市町名と所属部署もお知らせください。

◆申込みは先着順とし、定員になりましたら締め切らせていただきます。

● 注意事項

１. 会場での受講【定員80人】
・ないふるホール内では、１席おきに着席とし、「密」を避ける対策を行います。

・入館の際は、必ずマスク着用、手指の消毒、検温をお願いします。

・発熱又は風邪の症状がある受講者については、入館をお断りします。

・「ふじのくに基準」に基づき、来館をお断りさせていただく場合があります。

２. Zoom配信での受講【定員450人】

・Zoomの受講希望者には、事前にメールにて当日の配布資料及びZoomを視聴するためのURLとパ

スワードを送付します。

◆無断で資料の流用や写真撮影、録音録画等を行うことは御遠慮ください。

◆都合が悪くなった方は早めにキャンセルの連絡をいただきますよう、お願いいたします。



案内地図

【バス（しずてつジャストライン）のご案内】

●西部循環線（A線経由駒形まわり行き）「JR静岡駅前（８番）」・用宗線「JR静岡駅前（７番）」

→「駒形五丁目」バス停下車、進行方向へ交差点右折徒歩２分

●中部国道線・丸子線・丸子小坂線・牧ヶ谷線・東新田下川原線「静岡駅前（７番）」

→「本通十丁目」バス停下車、進行方向へ交差点左折徒歩５分

【徒歩】

県庁またはJR静岡駅より徒歩約25分(約２km)です。

【問合せ先】

静岡県地震防災センター

電話 054-251-7100

メールアドレス bousaigaku@amail.plala.or.jp

次回の講演日程、講師、テーマの予定

開催日時 講 師 テーマ

第144回
6月18日（土）

10：30～12：00

元常葉大学大学院生 中田剛充

常葉大学社会環境学部 教授 河本尋子

関東大震災、津波から子どもたち

は必死に逃げた－－伊東市・宇佐

美小学校の作文集から


